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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年6月5日(2008.6.5)

【公表番号】特表2003-530452(P2003-530452A)
【公表日】平成15年10月14日(2003.10.14)
【出願番号】特願2001-575081(P2001-575081)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 123/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 123/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/20    　　　Ａ
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＳ　
   Ｃ０８Ｋ   3/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/22    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/34    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/32    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 123/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 123/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月8日(2008.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】溶融粘度（ＭＦＲ2）が０.５～２０ｇ／１０分のポリマーを含んでいること
、及び、０.０５～０.５％の黒色顔料及び５～２５％の白色顔料が該ポリマーに加えられ
ており、該組成物がこれらの顔料により灰色に着色されて、可視光及びＵＶ線を吸収する
ようにされていることを特徴とするポリマーをベースとするヒートシール可能な組成物。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】該ポリオレフィンがボルスターテクノロジーを用いて製造されたポリエチレ
ンであり、その密度が少なくとも９２７ｋｇ／ｍ3であり、溶融粘度が０.５～２０ｇ／１
０分、好適には１～１５ｇ／１０分、最も好適には３～１０ｇ／１０分であることを特徴
とする請求項６に記載の組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】請求項１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５】光およびＵＶ線からの保護を提供し、外見がアルミニウムホイルに似てい
る、包装板紙の上に塗布されるヒートシール可能なコーティングとして、灰色に着色され
た請求項１～14のいずれか１項に記載の組成物を使用する方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上述の驚くべき観察は本発明の基礎となり、本発明により前記の包装材中の光及びＵＶ線
の透過の有害問題は排除されることができる。本発明によると、解決策はポリマーをベー
スとするヒートシール可能な組成物であり、該組成物は押出又は共押出フィルム又はコー
ティングに特に適しており、該組成物は、溶融粘度（ＭＦＲ2）が０.５～２０ｇ／１０分
のポリマーを含むこと及び０.０５～０.５％の黒色顔料及び５～２５％の白色顔料が該ポ
リマーにブレンドされていて、それにより該組成物は灰色に着色されており、光および紫
外線を吸収するようにされていることを特徴とする。
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